
包括的成長へのアプローチ
特集

　
「
金
融
包
摂
（financial inclusion

）」

と
は
、
手
頃
な
コ
ス
ト
で
す
べ
て
の
人
々

に
信
用
、
貯
蓄
、
保
険
、
決
済
、
送
金

な
ど
の
基
本
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
や
利
用
を
保
証
す
る
プ
ロ
セ

ス
の
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的
で
フ
ォ
ー

マ
ル
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
人
々
は
借

り
入
れ
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
際
、
高
コ

ス
ト
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
金
ソ
ー

ス
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
た

め
、
金
融
包
摂
の
欠
如
は
、
特
に
低
所

得
者
層
に
相
対
的
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
も
た
ら
す
傾
向
が
あ
り
、
従
っ

て
、
金
融
包
摂
の
促
進
は
、
貧
困
の
削
減

や
所
得
不
平
等
の
軽
減
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

金
融
包
摂
は
、
近
年
、
二
〇
カ
国
・

地
域
（
Ｇ
20
）
首
脳
会
合
の
場
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
注
目
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
イ
ン
ド
も
そ
の
例

外
で
は
な
い
。
二
〇
〇
五
年
四
月
、
イ

ン
ド
の
中
央
銀
行
で
あ
る
イ
ン
ド
準
備

銀
行
（
Ｒ
Ｂ
Ｉ
）
が
金
融
包
摂
を
主
要

な
政
策
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
公
式
に

表
明
し
て
以
降
、
金
融
包
摂
に
対
す
る

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ

ン
ド
に
お
け
る
金
融
包
摂
に
向
け
た
取

り
組
み
は
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
銀
行
業
の
社
会
的
統
制
が
開
始

さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
以
降
、
今
日
に
至
る

ま
で
、
イ
ン
ド
で
は
時
代
を
反
映
し
て

様
々
な
形
で
金
融
包
摂
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
最
近
、
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る

金
融
包
摂
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
に
お
け

る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
で
は
、

金
融
包
摂
に
向
け
た
政
策
を
概
観
し
た

う
え
で
、
実
際
に
ど
の
程
度
金
融
包
摂

が
進
展
し
て
き
た
の
か
、
国
内
商
業
銀

行
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
検
証
す
る
。

●
金
融
包
摂
の
歴
史

　

イ
ン
ド
で
は
一
九
六
〇
年
代
末
以

降
、
主
に
農
村
部
を
対
象
に
、
フ
ォ
ー

マ
ル
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
目
指

し
て
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
金
融
包
摂
に
向
け
た

取
り
組
み
は
そ
の
特
徴
か
ら
つ
ぎ
の
三

つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

（RBI

﹇2008: 304

﹈）。
す
な
わ
ち
、

銀
行
業
の
社
会
的
統
制
が
強
化
さ
れ
た

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
八
〇
年
代

ま
で
の
第
一
期
、
商
業
銀
行
に
代
わ
り

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
活
用
が
重

視
さ
れ
た
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
二

〇
〇
五
年
三
月
ま
で
の
第
二
期
、
そ
し

て
銀
行
部
門
に
農
村
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
積

極
参
加
を
促
し
た
二
〇
〇
五
年
四
月
以

降
の
第
三
期
で
あ
る
。

● 
金
融
包
摂
の
第
一
期（
一
九
六
〇

年
代
末
か
ら
一
九
八
〇
年
代
）

　

イ
ン
ド
政
府
は
一
九
五
五
年
四
月
に

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
イ

ン
デ
ィ
ア
を
国
有
化
し
て
ス
テ
ー
ト
・

バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
）

と
し
、
旧
藩
王
国
の
州
立
銀
行
七
行
と

と
も
に
「
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て

再
編
し
た
（
絵
所
﹇2002: 44

﹈）。
さ

ら
に
、
一
九
六
九
年
に
は
大
手
銀
行
一

四
行
を
国
有
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公

共
部
門
銀
行
の
商
業
銀
行
全
体
に
占
め

る
預
金
残
高
と
融
資
残
高
の
割
合
は
三

割
か
ら
八
割
に
上
昇
し
、
イ
ン
ド
の
銀

行
部
門
は
実
質
的
に
政
府
の
管
理
下
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

大
規
模
な
銀
行
国
有
化
に
始
ま
る
金
融

包
摂
の
第
一
期
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
地
理
的
な
ア
ク
セ

ス
の
拡
大
、
新
た
な
農
村
信
用
機
関
の

設
立
、
そ
し
て
農
村
部
の
貧
困
層
に
対

す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
信
用
供
給
の
拡
大

な
ど
が
図
ら
れ
た
（Rao

﹇2007: 35

﹈）。

　

第
一
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
地
理
的

な
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｉ
に
よ

る
銀
行
支
店
の
認
可
政
策
に
よ
り
促
進

さ
れ
た
。Ｒ
Ｂ
Ｉ
は
一
九
七
一
年
九
月
、

新
設
支
店
を
対
象
と
し
た
支
店
認
可
政

策
を
発
表
し
、
こ
の
な
か
で
、
農
村
部

と
準
都
市
部
に
六
割
以
上
の
支
店
を
持

つ
銀
行
は
農
村
部
と
準
都
市
部
に
開
設

す
る
二
支
店
に
対
し
て
都
市
部
と
大
都

市
部
に
そ
れ
ぞ
れ
一
支
店
を
開
設
し
、

そ
れ
以
外
の
銀
行
は
農
村
部
と
準
都
市

部
に
開
設
す
る
三
支
店
に
対
し
て
都
市

部
と
大
都
市
部
に
そ
れ
ぞ
れ
一
支
店
開

設
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た

（Panagariya

﹇2006: 4

﹈）。
な
お
、

こ
の
政
策
は
一
九
七
七
年
一
月
に
改
正

金
融
包
摂
の
歴
史
と
進
展 

―
イ
ン
ド
の
事
例
―井

上　

武
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さ
れ
、
銀
行
が
大
都
市
部
・
港
湾
都
市

に
一
支
店
、
そ
し
て
進
出
地
域
に
一
支

店
開
設
す
る
場
合
、
未
進
出
地
域
の
農

村
部
に
四
支
店
開
設
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
（ibid.: 4

）。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
地
域
農
村

銀
行
（
Ｒ
Ｒ
Ｂ
）
と
い
う
新
し
い
形
態

の
商
業
銀
行
も
設
立
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｒ
Ｂ

は
、
農
村
部
の
小
規
模
・
零
細
農
民
、

農
業
労
働
者
、
職
工
、
社
会
的
・
経
済

的
弱
者
な
ど
を
対
象
に
、
農
業
を
始
め

と
す
る
生
産
活
動
の
資
金
需
要
に
応
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
央
政
府
、

州
政
府
、
そ
し
て
各
地
域
で
代
表
的
な

商
業
銀
行
が
資
本
金
を
共
同
出
資
し
て

設
立
さ
れ
た
商
業
銀
行
で
あ
り
、
一
九

七
五
年
一
〇
月
に
五
行
が
設
立
さ
れ
て

以
降
、
一
九
八
七
年
に
は
一
九
六
行
ま

で
増
加
し
た
（Joshi

﹇2006: 85

﹈）。

預
金
額
と
信
用
額
と
い
う
規
模
の
点
で

は
そ
の
他
の
公
共
部
門
銀
行
に
大
き
く

及
ば
な
か
っ
た
が
、
支
店
数
は
一
九
七

五
年
の
一
七
か
ら
一
九
九
〇
年
に
は
一

四
四
五
三
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち
農
村

部
の
割
合
は
九
割
を
超
え
、
指
定
商
業

銀
行
全
体
の
農
村
支
店
の
四
〇
％
を
占

め
る
な
ど
、
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て

農
村
に
大
規
模
な
支
店
網
を
形
成
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

　

さ
ら
に
、金
融
包
摂
の
第
一
期
に
は
、

イ
ン
ド
の
商
業
銀
行
は
商
業
ベ
ー
ス
の

貸
付
と
は
別
に
、
銀
行
信
用
の
一
定
割

合
を
特
定
の
分
野
・
部
門
に
対
し
て
優

先
的
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
こ
の
制
度
は
「
優
先
部
門
貸

付
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｂ
Ｉ
が
一

九
七
〇
年
代
中
葉
に
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
、
国
有
銀
行
一
四
行
、
そ
し
て
そ
の

他
の
国
内
民
間
銀
行
に
対
し
て
、
一
九

七
九
年
三
月
ま
で
に
農
業
、
小
規
模
工

業
、
工
業
団
地
、
陸
海
運
業
者
、
小
売

業
な
ど
の
「
優
先
部
門
」
に
ネ
ッ
ト
の

銀
行
信
用
の
三
三
・
三
％
を
貸
し
付
け

る
こ
と
を
勧
告
し
た
（
こ
の
目
標
は
、

そ
の
後
、
四
〇
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ

た
）。
こ
う
し
た
制
度
の
下
、
優
先
部

門
に
対
す
る
貸
付
は
一
九
六
九
年
の
六

六
億
ル
ピ
ー
（
ネ
ッ
ト
の
銀
行
信
用
の

一
八
％
）
か
ら
一
九
八
九
年
に
は
四
〇

四
八
億
ル
ピ
ー
（
ネ
ッ
ト
の
銀
行
信
用

の
四
二
％
）
ま
で
増
加
し
、同
じ
期
間
、

優
先
部
門
貸
付
の
口
座
数
も
七
八
万
口

座
か
ら
三
三
一
〇
万
口
座
に
増
加
し
た

（Shajahan

﹇1998: 2751
﹈）。

● 

金
融
包
摂
の
第
二
期
（
一
九
九
〇

年
代
初
頭
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
月
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
に

入
る
と
、
イ
ン
ド
で
は
経
済
自
由
化
の

一
環
と
し
て
本
格
的
な
金
融
制
度
改
革

が
開
始
さ
れ
、金
融
部
門
の
規
制
緩
和
、

競
争
促
進
、
再
資
本
化
、
そ
し
て
健
全

性
の
改
善
を
図
る
た
め
に
様
々
な
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
（Thorat

﹇2007: 

1168

﹈）。
こ
の
よ
う
な
金
融
制
度
改

革
の
下
、
第
一
期
に
行
わ
れ
た
銀
行
業

に
対
す
る
社
会
的
統
制
は
緩
和
さ
れ

た
。
銀
行
に
対
す
る
支
店
認
可
政
策
は

一
九
九
一
年
に
廃
止
さ
れ
、
支
店
閉
鎖

に
は
規
制
が
残
さ
れ
た
も
の
の
、
支
店

開
設
は
基
本
的
に
各
行
の
商
業
的
な
判

断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
Ｒ
Ｒ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
顧

客
は
小
規
模
・
零
細
農
民
、
農
業
労
働

者
、職
工
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
九
二
年
か
ら
新
規
貸
付
の
四
〇
％

を
従
来
の
顧
客
層
以
外
に
貸
し
付
け
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
一
九
九
四
年
に
は

こ
の
割
合
は
六
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
（Joshi

﹇2006: 88

﹈）。
さ
ら
に
、

優
先
部
門
貸
付
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
そ
し
て
会
計

士
や
弁
護
士
な
ど
の
専
門
職
も
優
先
部

門
の
対
象
に
含
ま
れ
る
な
ど
貸
付
範
囲

が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
貧
困
層
や

弱
者
層
に
対
す
る
注
目
が
薄
ら
げ
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
た
（Dasgupta

﹇2002: 
4240-4241

﹈）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
第
二
期
の

金
融
包
摂
は
「
自
助
グ
ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｈ

Ｇ
）―
銀
行
リ
ン
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
導
入
を
始
め
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
活
用
に
特
徴
付
け
ら
れ
る

（RBI

﹇2008: 304
﹈）。
Ｓ
Ｈ
Ｇ
―
銀

行
リ
ン
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
こ

れ
ま
で
金
融
制
度
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き

た
貧
困
層
の
う
ち
、
特
に
女
性
が
五
人

か
ら
二
〇
人
程
度
集
ま
っ
て
自
助
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
通

じ
て
銀
行
な
ど
か
ら
小
口
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ス
キ
ー
ム
の

こ
と
で
あ
る
（
須
田
﹇2006: 173

﹈）。

二
〇
〇
七
年
三
月
時
点
で
、
商
業
銀
行
五

〇
行
、
協
同
組
合
銀
行
三
五
二
行
、
Ｒ
Ｒ

Ｂ
九
六
行
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
一
九
九
二
年
の

二
五
五
グ
ル
ー
プ
か
ら
二
〇
〇
六
年
に

は
二
九
二
万
グ
ル
ー
プ
ま
で
増
加
し
、
累

積
融
資
額
は
こ
の
間
、
二
九
〇
万
ル
ピ
ー

か
ら
一
八
〇
四
億
ル
ピ
ー
に
増
加
す
る

な
ど
、
急
速
な
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る

（RBI

﹇2008: 305, 330

﹈）。

● 

金
融
包
摂
の
第
三
期（
二
〇
〇
五

年
四
月
以
降
）

　

金
融
包
摂
の
第
三
期
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｉ
が

二
〇
〇
五
年
四
月
の
年
次
政
策
報
告
の

な
か
で
、
金
融
包
摂
を
主
要
な
政
策
課

題
と
し
て
明
確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
Ｒ
Ｂ
Ｉ
は
こ
の
報
告
の
な
か

で
、
年
金
生
活
者
、
自
営
業
者
、
未
組

織
部
門
の
従
業
員
を
中
心
に
多
く
の

人
々
が
銀
行
業
務
か
ら
依
然
疎
外
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
現
状
に
懸
念
を
示
し
、

銀
行
に
は
様
々
な
特
権
が
与
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
金
融
包
摂
の
目
標
に
合
わ
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せ
て
業
務
を
見
直
す
こ
と
を
義
務
付
け

た
（RBI

﹇2005a: 39-40

﹈）。
Ｒ
Ｂ

Ｉ
は
そ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
基

本
的
な
機
能
し
か
持
た
な
い
代
わ
り
に

手
数
料
や
最
低
残
高
も
ほ
と
ん
ど
か
か

ら
な
い
、
基
本
口
座
（no frills' 

account

）
の
提
供
を
す
べ
て
の
銀
行
に

勧
告
し
た
（RBI
﹇2005b: 34-35

﹈）。

　

ま
た
、
銀
行
は
二
〇
〇
五
年
一
二
月

以
降
、
農
村
部
と
準
都
市
部
の
支
店
で

二
万
五
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
を
上
限
と
す
る

一
般
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）

を
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
担
保
や
目
的
を
問
わ
ず
、

家
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
対
す
る

評
価
に
基
づ
き
限
度
額
が
設
定
さ
れ
る

と
い
う
点
で
煩
雑
さ
の
な
い
信
用
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
低
所
得
者
が
金
融
疎
外
や
銀
行

サ
ー
ビ
ス
の
拒
否
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
口
座
残
高
が
五
万
ル

ピ
ー
未
満
で
、
年
間
貸
付
が
一
〇
万
ル

ピ
ー
を
超
え
な
い
人
々
を
対
象
に
銀
行

口
座
開
設
時
の
顧
客
確
認
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
て
い
る
。

●
金
融
包
摂
の
進
展
度

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
政
策
当
局

は
、
農
村
部
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
拡
張

す
る
た
め
に
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て

き
た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
商
業
銀
行
の

デ
ー
タ
か
ら
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
と
利
用
の
動
向
を
概
観
し
、
イ
ン

ド
に
お
け
る
金
融
包
摂
の
進
展
度
を
検

証
す
る
。
こ
こ
で
は
、Beck et al.﹇2007

﹈

に
従
い
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
指
標
と
し
て
銀
行
支
店
数
、
そ
し

て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
指
標
と
し

て
銀
行
口
座
数
の
動
向
を
そ
れ
ぞ
れ
用

い
る
こ
と
に
す
る
。

● 

金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
進
展
度

　

図
1
は
一
九
六
九
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
に
か
け
て
の
イ
ン
ド
の
指
定
商
業
銀

行
の
支
店
の
人
口
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
分

布
を
示
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
地
域
の

内
、農
村
部
の
支
店
が
最
も
多
く
、ピ
ー

ク
時
の
一
九
九
三
年
に
は
三
万
五
三
八

九
（
銀
行
支
店
全
体
の
五
八
％
）
ま
で

増
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
農
村

部
の
支
店
は
減
少
し
、
全
体
に
占
め
る

割
合
も
低
下
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
変

化
は
農
村
部
の
支
店
開
設
を
促
進
す
る

支
店
認
可
政
策
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を

部
分
的
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
対
照
的
に
、準
都
市
部
、

都
市
部
、
大
都
市
部
な
ど
、
そ
の
他
の

地
域
の
銀
行
支
店
は
一
九
九
〇
年
代
以

降
も
増
加
し
て
お
り
、
支
店
全
体
に
占

め
る
割
合
も
着
実
に
増
え
て
い
る
。
二

〇
〇
八
年
三
月
時
点
、
大
都
市
部
の
銀

行
支
店
数
は
最
も
少
な
い
が
、
一
九
九

〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
平
均
増

加
率
は
す
べ
て
の
地
域
の
な
か
で
最
も

高
く
な
っ
て
い
る
。

● 

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
進
展
度

　

つ
ぎ
に
、
金
融
包
摂
の
も
う
ひ
と
つ

の
指
標
、
す
な
わ
ち
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
検
証
し
よ
う
。
図
2
と

図
3
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
ま
で
の
信
用
口
座
と
預
金
口
座
の
人

口
グ
ル
ー
プ
別
の
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
示

し
て
い
る
。
過
去
三
〇
年
間
、
信
用
口

座
は
す
べ
て
の
地
域
、
特
に
農
村
部
と

大
都
市
部
で
変
動
し
て
推
移
し
て
い
る

（
図
2
）。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
〇
年
代

に
は
信
用
口
座
は
す
べ
て
の
地
域
で
増

加
し
て
お
り
、
特
に
農
村
部
で
は
顕
著

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代

に
入
る
と
、
信
用
口
座
は
す
べ
て
の
地

域
で
減
少
、
も
し
く
は
微
増
に
転
じ
、

農
村
部
で
は
最
も
大
幅
な
減
少
を
記
録

し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
信
用
口
座

図1　銀行支店の人口グループ別分布
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（出所）参考文献⑪に基づき作成。

図2　信用口座の人口グループ別分布
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（出所）参考文献⑪に基づき作成。

図3　預金口座の人口グループ別分布
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（出所）参考文献⑪に基づき作成。
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は
す
べ
て
の
地
域
で
再
び
増
加
し
始

め
、
大
都
市
部
で
最
も
高
い
増
加
を
示

し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
に
は
大

都
市
部
の
信
用
口
座
は
初
め
て
農
村
部

を
抜
き
、
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
信
用
口
座
の
動
向
と
は
対

照
的
に
、
預
金
口
座
は
比
較
的
安
定
し

た
増
加
ト
レ
ン
ド
を
示
し
て
い
る
（
図

3
）。
一
九
九
〇
年
代
の
増
加
率
は
一
九

八
〇
年
代
に
比
べ
る
と
低
下
し
た
が
、

す
べ
て
の
地
域
で
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
す
べ
て
の
地
域
の
な

か
で
、
大
都
市
部
は
一
九
九
〇
年
代
に

最
も
高
い
増
加
率
を
示
し
、
こ
の
傾
向

は
二
〇
〇
〇
年
以
降
も
続
い
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

イ
ン
ド
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
か

ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
銀
行
業

の
社
会
的
統
制
を
通
じ
て
、
農
村
部
に

お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
利
用
を
促
進
す
る
政

策
が
実
施
さ
れ
た
。
銀
行
支
店
数
や
銀

行
口
座
数
な
ど
の
商
業
銀
行
の
デ
ー
タ

は
、
こ
う
し
た
統
制
的
な
政
策
が
農
村

部
に
お
け
る
金
融
包
摂
を
促
し
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
九

〇
年
代
に
入
り
、
経
済
自
由
化
の
下
、

金
融
部
門
に
も
効
率
性
や
収
益
性
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
銀
行
部
門

に
対
す
る
政
策
当
局
の
方
針
は
変
更
さ

れ
、
商
業
銀
行
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
活
用
し
た
金
融
包
摂
の
促
進

が
図
ら
れ
た
。
実
際
に
、
前
述
の
商
業

銀
行
の
デ
ー
タ
は
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
農
村
部
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
利
用
の
拡
大
は
そ
れ

以
前
の
勢
い
を
失
い
、
代
わ
り
に
大
都

市
部
を
始
め
と
す
る
地
域
で
銀
行
の
支

店
や
口
座
が
急
速
に
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
表
1
の
全
国
標
本
調
査
機
構

（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
に
よ
る
全
イ
ン
ド
債
務
・

投
資
調
査
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）
の
家
計
債

務
残
高
か
ら
も
、
農
村
家
計
の
商
業
銀

行
を
始
め
と
す
る
組
織
金
融
に
対
す
る

負
債
の
割
合
が
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇

〇
二
年
に
か
け
て
低
下
す
る
一
方
、
未

組
織
金
融
に
対
し
て
は
同
じ
時
期
、
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ

う
に
、
商
業
銀
行
以
外
の
デ
ー
タ
も
一

九
九
〇
年
代
以
降
、
農
村
部
の
金
融
包

摂
は
そ
れ
以
前
と
同
じ
よ
う
に
は
進
展

し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
農
村
部
に
は
銀
行
口
座
を

持
た
な
い
人
が
成
人
人
口
の
四
割
以
上

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
中

央
銀
行
は
二
〇
〇
五
年
に
金
融
包
摂
を

主
要
な
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
、
再
び
商
業
銀
行
を
通
じ
た

金
融
包
摂
の
進
展
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
包
摂
的
な
成
長
」
と
い
う
理
念
の
下
、

イ
ン
ド
が
農
村
部
に
お
け
る
金
融
包
摂

を
一
層
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
今
後
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
い
の
う
え　

た
け
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

南
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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（単位：1000万ルピー）
農村部 都市部

組織金融 未組織金融 組織金融 未組織金融
1961 413(14.8） 2,376(85.2） NA NA
1971 1,094(29.2） 2,658(70.8） NA NA
1981 3,794(61.3） 2,399(38.7） 1,813(60.0） 1,210(40.0）
1991 14,215(64.0) 7,996(36.0) 10,662(70.0) 4,570(30.0)
2002 63,648(57.1) 47,820(42.9) 49,060(75.1) 16,266(24.9)

表1　家計の債務残高

（出所）参考文献⑩に基づき作成。
（注）1）組織金融は政府、協同組合、商業銀行から構成され、未組織金融は地主と金貸しから構成される。
　　  2）表中の括弧内の数値は全体に占める割合を示している。
　　  3）表中のNAはデータがないことを示している。
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